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神奈川県児童生徒健康・体力つくり推進委員会報告
神奈川県教育委員会教育局保健体育課





なぜ、「健康・体力つくり」が大切なのでしょうか？

健康・体力つくり推進委員会について



スポーツ庁（2024）令和5年度「スポーツの実施状況等に関する世論調査」、
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/toukei/chousa04/sports/1415963_00012.htm

日常生活における充実感

健康・体力つくり推進委員会について



スポーツ庁（202３）令和４年度「第３期スポーツ基本計画」、
https://www.mext.go.jp/sports/content/000021299_20220316_2.pdf

第３期スポーツ基本計画

Sport in Life の理念

スポーツが生涯を通じて人々の生活の一部となることで、
スポーツを通じた「楽しさ」や「喜び」の拡大、共生社会の実現など、

一人一人の人生や社会が豊かになるという理念

※「スポーツ」には競技スポーツに加え、散歩やダンス・健康体操、ハイキング
・サイクリング、野外活動やスポーツ・レクリエーション活動も含まれており、
正に「文化としての身体活動」を意味する幅広い概念

健康・体力つくり推進委員会について



「加齢に伴う新体力テスト合計点の変化(男子)」

健康・体力つくり推進委員会について



健康・体力つくり推進委員会について



新体力テスト記録カード（小学校）

県教育委員会保健体育課ウェブページに全学年のデータをアップ

健康・体力つくり推進委員会について



新体力テスト指導ポイントカード（小・中学校）

健康・体力つくり推進委員会について

県教育委員会保健体育課ウェブページに全学年のデータをアップ



健康・体力つくり推進委員会について



健康・体力つくり推進委員会について



健康・体力つくり推進委員会について

〇他校種の状況から、小学校卒業後の課題や小学校体育の強みを再認識できた。
〇それぞれの校種の意見を聞けて、自身の校種でしかできないことや、今の年齢層のう
ちに経験させた方がいいことなどを考えるきっかけになった。

〇それぞれの校種やそれぞれの地域、学校の雰囲気によって抱えている問題が異なり、
問題視している内容や視点が違かったので、それを共有する事ができて非常に良い
機会となった。

健康・体力つくり推進フォーラム受講者アンケート

94.9%

（有意義であった・どちらかというと有意義であった）



①神奈川県の子ども達の現状

②次年度以降に向けてお願いしたいこと

健康・体力つくり推進委員会について



神奈川県の子ども達の現状

「好き・やや好き」
「大切・やや大切」

神奈川県の児童・生徒↑



神奈川県の子ども達の現状

運動やスポーツを
週3回以上実施する割合の状況

神奈川県の児童・生徒 ⤵



神奈川県の子ども達の現状

新体力テストにおける
体力合計点

神奈川県の児童・生徒 ⤵



神奈川県の子ども達の現状



神奈川県の子ども達の現状



神奈川県の子ども達の現状



神奈川県の子ども達の現状



神奈川県の子ども達の現状



神奈川県の子ども達の現状

子供達が楽しそうなキラキラした顔をしていたのが
印象的でした。身体を動かすにはまず楽しいと思うこ
とが重要だと、本当にその通りだと思います。

都合がつかず参観はしていませんが、わくわく先生
の日は前日から子供が楽しみにしており、帰宅してか
らもこんな事をしたよと楽しそうにお話してくれまし
た。また実施していただける事を希望いたします。

楽しく身体を動かせ、子供も家で何をしたか実践し
ながら教えてくれました。遊び感覚で身体を使え、と
ても良いと思います。

子どもと学校でどんな遊びをしたのか話しながら
読みました。実際に冊子を見ながら子どもと一緒に
遊んで楽しかったです。

令和6年度 わくわく先生派遣事業

鎌倉市及び三浦市立小学校（計４校）
各校5回を基本として実施

保護者向け事後アンケート



次年度以降に向けてお願いしたいこと

12年間の学び

取組報告の作成・活用

新体力テストの全校実施

体育授業における
児童生徒の運動意欲向上

授業以外の児童生徒の
運動時間を増加

「楽しい」とは？



次年度以降に向けてお願いしたいこと

新体力テストの全校実施



次年度以降に向けてお願いしたいこと

○市町村の推進委員で、各地区の実態や課題等
から取組内容を検討し、所属校等で実施する。

○推進委員の所属校等で実施したことを基に
取組について報告書を作成し、提出する。

※令和7年２月２０日（木）保健体育課まで

適切な運動習慣の確立

運動やスポーツが「好き」「大切」

新体力テストの全校実施につながる取組

取組報告の作成・活用



次年度以降に向けてお願いしたいこと

「楽しい」とは？ 授業での話し合い

助け合い、
役割を果たす活動

目標設定

ふり返り

練習や場の工夫



次年度以降に向けてお願いしたいこと

12年間の学び

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し

（小：見付け）、合理的な解決（小：その解決、高：合理的、

計画的な解決）に向けた学習過程を通して、

心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を

保持増進し豊かなスポーツライフを実現（高：継続）

するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

文部科学省「小学校学習指導要領」平成29年３月
文部科学省「中学校学習指導要領」平成29年３月
文部科学省「高等学校学習指導要領」平成30年３月


